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この情報紙は、地域住⺠の皆様からの⾚い⽻根共同募⾦
を財源に発⾏しています。

人と人とのつながりを大切に
　　　　　　地域と共に歩む
発⾏／社会福祉法⼈ 
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第19回曽於市
～思いに寄り添い みんな　　
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社会福祉大会
で支え合う地域づくり～
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曽於市社会福祉協議会会長・曽於市長寿クラブ連合会会長表彰
永年にわたり地域福祉活動に功績のあった⽅々への社会福祉協議会会⻑表彰、福祉団体⻑表彰、福祉作⽂
及びポスター表彰が⾏われました。受賞者を代表して、持⽥ 初穗様が謝辞を述べられました。
被表彰者の⽅々をご紹介します。（敬称略）

１ 社会福祉法人曽於市社会福祉協議会会長表彰
○表彰の部
民生委員・児童委員　10 名
⺠⽣委員・児童委員として、⻑年その職務に従事し、功績があった⽅
本村 ヨリ⼦   富岡 久雄    肝付 福美    ⼩川原 俊昭   安⽥ 淳⼦
⾼井⽥ 博⼦   鎌原 輝夫    德丸 宏幸    𡧃都 フヂ⼦   ⼤重 さとみ

社会福祉施設の長及び職員並びに相談員等　9 名
社会福祉施設の⻑及び職員並びに相談員等として、⻑年在職され、功績があった⽅
⽥尻 幸代    安荘 綾⼦    上村 肇     温⽔ 春奈    持⽥ 初穗
柿元 由佳    中濱 暢⼦    ⼭中 佳代    永野 秀⼦

社会福祉団体等の役職員　2 名
社会福祉団体等の役職員として、⻑年在職され、功績があった⽅
後野 勉     坂元 敏⼦

在宅福祉アドバイザー　6 名
在宅福祉アドバイザーとして、地域の中で援護を必要とする⽅々への声かけや⾒守りを⾏い、そ
の活動が他の模範となる⽅
松⼭ 豊⼦    ⽯原 憲幸    中迫 清⼈    満重 久美⼦   井⼿上 博⽂
⽥代 ⽂⼦

○感謝の部
多額寄付者　1 名
社会福祉の向上及び増進のため、多⼤の⾦品を寄附された⽅
原⽥ 純隆

２ 福祉団体長表彰
曽於市長寿クラブ連合会会長表彰
⻑年にわたり、役員として貢献された⽅
岩㟢 マル⼦   ⼋⽊ トミ⼦   ⽥代 武春    ⼋⽊ ヒロ⼦

※福祉作⽂及びポスター
 被表彰者は前号参照
 ホームページにも掲載しております。
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イメージキャラクターをとおして、社会福祉協議会と関わる機会が少ない⽅々にも、社会福祉協議会の
活動や福祉について、少しでも⾝近に感じてもらいたいと考え、キャラクター作りに取り組みました。

令和 4 年 12 ⽉ 1 ⽇〜令和 5 年 1 ⽉ 31 ⽇の期間に曽於市⺠、曽於市内で在勤・在学の⽅を対象に作品を
募集し 176 点のキャラクターが集まりました。
第 1 次選考委員会を３⽉ 7 ⽇に開催し７作品を選考。
市⺠投票（４⽉ 30 ⽇まで）を実施した上で最終選考委員会を５⽉ 23 ⽇に開催し、
最優秀作品が決定しました。

曽於市社会福祉協議会イメージキャラクターの「ふくにゃん」です。
作者は⼩迫 弥玲さんです。
これから「ふくにゃん」を⾊々な場⾯で活⽤させていただきます。

福祉⼤会では、「認知症と⼈権〜知らない間に⼈権侵害して
いませんか？〜」と題して、きいれ浜⽥クリニック院⻑の
濱⽥ 努⽒にご講演いただきました。
濱⽥先⽣ご⾃⾝の体験談や⾝近な例を⽤いたりされていた
ことでとても分かりやすく学べました。
認知症は、忘れるのではなく “覚えられない” 状態であり、
覚えることが難しくなります。
だからこそ、本⼈に関わる周りの⼈たちの対応が重要で、本⼈の気持ちに寄り添い、
優しい⾔葉で伝えることが⼤切ということを教えていただきました。

「みんなが認知症について正しい理解を持ち、誰もが安⼼して暮らせる町づくり」を
⽬指して取り組んでいこうという機運が⾼まった講演となりました。

講演　認知症と人権
～知らない間に人権侵害していませんか？～
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＼令和 5 年度　福祉ポスター 優秀賞受賞者紹介／
今年度も、たくさんの作⽂、ポスターの応募をいただきありがとうございました。
福祉ポスター審査委員会で優秀賞を受賞された作品と児童のみなさんを紹介します。

作品名：ひろがる えがお

作品名：みんな かぞく

作品名： 思 い や り の
⼼を持とう
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諏訪小学校４年

平
ひらかわ

川  貴
きりゅう

琉  さん

第 19 回 曽於市社会福祉大会

福祉作文 2023

令和５年度福祉作⽂の優秀賞作
品はホームページに掲載してお
ります。
⼼温まる⼦どもたちの作⽂を上
記の QR コードからご覧くださ
い。
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曽於市地域包括支援センターより
TEL:0986-76-8824

⽣きがいづくりのきっかけに！元気に輝ける場所や機会を提供

ひだまりカフェ in ⼤隅シオン舎！！

第 19 回曽於市社会福祉⼤会において、地域包括⽀援
センター初の試みとしてバザーと展⽰ブースに参加し
ました。
地域の中で趣味や特技を持って、⽣き⽣きと⽣活され
ている⽅々にスポットをあて、その⽅が更に元気に輝
ける場所や、⾼齢者と地域の⽅との交流の機会を作る
ことで、元気な⾼齢者を増やし、介護予防の推進につ
なげることを⽬的に企画しました。
バザーでは、⼿芸が得意な５名の⽅に御協⼒いただ
き、バッグや置物、折り紙作品等を販売しました。売
上⾦の⼀部は共同募⾦へ寄付させていただき、地域に
還元されることで出品者のやりがいにもつながったよ
うです。展⽰ブースでは、趣味や特技を持って⽣き⽣
きと⽣活されている⽅の紹介、折り紙作品の展⽰、絵
⼿紙・折り紙の体験コーナーを実施しました。「⾃分
の趣味を通して⼈と関わる良い機会になって良かっ
た」と話されていました。
今後も、⼈と⼈とをつなぎ、⾼齢者が⽣きがいを持っ
て⽣き⽣きと⽣活できる地域づくりを⽬指して活動し
ていきます。

8 ⽉に開催した「ひだまりカフェ（脳⾎管疾患当事者の会）」は、
初の試みで出張カフェを⾏いました。⼤隅シオン舎の旧うどん
店の店舗跡をお借りして、昭南病院の管理栄養⼠の⽅から「脳
卒中再発予防のための⾷⽣活のポイント」についてお話してい
ただき、その後みんなでお茶を飲みながらのおしゃべりタイム
となりました。⼤隅シオン舎の仲間の皆さんにも参加していた
だき、いつもに増してにぎやかな会となりました。また、⼤隅
シオン舎で販売している加⼯品や⼿芸品も購⼊することがで
き⼤満⾜のひとときでした。

興味ある⽅、参加してみたい⽅はご連絡ください。
曽於市地域包括⽀援センター
▶連絡先：0986-76-8824（永⼭・坂元・⽵内・渡辺）
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＼知ろう！学ぼう！みんなで考える権利擁護／

令和５年度　市民向け権利擁護講座　

令和 5年度　後見人のつどい

あなたやご家族、知り合いの⽅の
困りごと・⼼配ごとはありませんか？
お気軽にお問合せください
TEL：0986-72-0460

成年後⾒制度や社協が⾏う⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業（福
祉サービス利⽤⽀援事業）といった権利擁護⽀援に
ついて、⾼齢者・障がい者の権利擁護のこと、最期
まで⾃分らしく⽣きるための備えなど、幅広く市⺠
の皆さまに知っていただく機会として市⺠向け権利
擁護講座を 9 ⽉から 10 ⽉にかけて 5 回シリーズで
開催しました。
多くの市⺠の皆様に関⼼を寄せていただき、ご参加
いただきました。今後も “権利擁護” について理解
を深めていただく機会を増やしていけたらと思いま
す。ありがとうございました。

9 ⽉ 28 ⽇、後⾒⼈のつどいを開催しました。
「後⾒⼈になったけど…どうしたらいいのかわから
ない」「後⾒活動の不安や悩みを解消したい」「後⾒
⼈になることを検討している」「専⾨家の助⾔がほし
い…」など後⾒⼈（保佐⼈・補助⼈）等が⽇々直⾯
する悩みや不安、課題について、後⾒⼈同⼠で意⾒
交換したり、専⾨職（弁護⼠・司法書⼠・社会福祉
⼠等）との相談を⾏うことで被後⾒⼈の権利を守る
ための後⾒⼈活動の充実を⽬指します。
今回は、はじめての開催ということで法定後⾒制度

を申⽴て中の⽅、任意後⾒契約を結んだ⽅、制度に関⼼のある地域活動者の⽅々にご参加い
ただき、意⾒交換を中⼼に制度への理解を深める機会となりました。今後も後⾒⼈等への⽀
援の取組みとして、定期的に開催してまいります。

参加者（坂元 俊彦 さん）の感想 私は、71 歳の⾼齢者です。最近は認知⼒の低下
を感じています。認知⼒が低下し、認知症に⾄る過程や任意後⾒や死後の⼿続きは
現実的な課題になるので、家族に負担をかけないような準備が必要だと思います。
市⺠向け権利擁護講座、後⾒⼈のつどいにも参加させていただきました。健康なう
ちは勿論、⾃分で認知⼒が低下する不安を持ったり、家族がその変化に気づいた際
の対応などさまざまな問題に対する解決⽅法を知ることができ、安⼼しました。今
後も定期的に開催していただきたいと思います。社会福祉協議会の皆さま、ありが
とうございました。
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中学⽣、⾼校⽣を対象に夏休み期間中におけるボランティア体験活動を実施しました。
市内のグループホーム（認知症対応型共同⽣活介護）のご協⼒をいただき、施設でのボランティア活動を通して、
5 名の⽣徒が利⽤者様との交流など、事前に⽴てた⽬標の達成に向けて活動をしました。

【事務局より】サマーボランティア体験活動は、福祉への理解と関⼼を⾼め、⼈
とふれあう喜びを感じ、⾃分と向き合い新たな⾃分の発⾒や将来のビジョンを広
げる機会として実施しました。
ご参加いただいた⽣徒、ご協⼒いただいた施設（グループホームやわら、グルー
プホームかんな、グループホーム愛の家、グループホームふれあい館、グループ
ホーム曽於、グループホーム髙松みどりの⾥）の皆さまありがとうございました。

認知症サポーター
養成講座を受けました

どのような⽬標を
持って活動に
取り組むのか、
事前に⽬標を
⽴てました。

⽬標の達成度など
活動をふりかえりながら「これからの私」

について考えました。
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地域活動者で情報交換 ⼿話奉仕員養成講習会基礎課程
が閉講、新たに⼊⾨課程が開講

サロン・ミニデイの代表者を対象に連絡会を開催し
ました。サロンやミニデイなどでやってみよう『折
り紙づくり』として、講師 鮎川⽒、丸⼭⽒を招き、
ご指導をいただきながら『⽖楊枝いかが』『セーラー
服』などの作品を作りました。また、グループでサ
ロン・ミニデイの紹介、いい所（⾃慢したい所）や
困り事などの情報交換も⾏いました。その中では、
参加者全員が協⼒的、オリジナルの歌を作っている
など、興味深い情報が⾶び交っていました。いつま
でも元気で、楽しみや⽣きがいを⾒出し、住み慣れ
た地域でいきいきと過ごすことができる集い・通い
の場や居場所づくりを推進していきます。

４⽉に開講しました⼿話奉仕員養成講習会基礎課
程が 10 ⽉６⽇、全 24 回の講座を終え閉講となり
ました。今回、12 名の受講⽣が修了し、閉講式
で上集福祉介護課⻑から修了証の授与が⾏われま
した。
また、翌週 13 ⽇に新たに 15 名の受講⽣を迎え⼊
⾨課程が開講しました。受講⽣の皆さんは、開講
時は緊張した様⼦でしたが、緊張もほぐれ、和や
かな雰囲気で初回の講座を終えました。皆さんが
無事修了を迎えられることを願っています。
本会では、年齢や障がいの有無等に関わらず、地
域で⽣活する⼀⼈ひとりが安⼼して⽇常⽣活を送
ることができる地域づくりを推進しています。皆
様の参加、協⼒をよろしくお願いします。

令和５年度 ふれあい・いきいきサロン・ミニデイ
連絡会
令和５年 9 ⽉29⽇ そお⽣きいき健康センター

地域で⽣活されている障がい者の地域参加促進と相互理解を⽬指して
令和 5 年 9 ⽉ 16 ⽇ A コープ⿅児島末吉店
A コープ⿅児島末吉店のご協⼒をいただき、「ふれあいマルシェ」を
⾏いました。
地域で⽣活されている障がい者が、地域の⼀員としてその⼈らしく
安⼼して暮らせる地域共⽣社会を⽬指して、事業所で作っている加
⼯品などの販売等を通じて、障がい者及び事業所の地域参加を促進
し、交流を通じて地域との相互理解を図ることを⽬的として開催し
ました。
のどか園、⼤隅シオン舎の 2 団体が出店され、たくさんの⽅に⾜を

運んでいただき交流を図ることができました。また、このマルシェは、⾚い⽻根共同募⾦の助成を受けて
実施しており、募⾦箱の設置や障がい福祉サービス事業所が販売した売り上げの⼀部を共同募⾦に寄付す
るなど共同募⾦の啓発にも努めました。
ご協⼒いただいた皆様ありがとうございました。

次回 ▶ 11 ⽉ 25 ⽇（⼟）10 時〜 12 時開催 A コープ⿅児島末吉店
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共同募⾦は、⾚い⽻根をシンボルに、「⾚い⽻根共同募⾦」
として、毎年 10 ⽉１⽇から翌年３⽉ 31 ⽇の期間、
全国で募⾦運動が⾏われています。 

共同募⾦は、制度や⾏政の⼿が届かない
「地域で困っていること」のために使われます。  
曽於市で募⾦をすると、曽於市の「困っていること」に
使われます。 誰もが住み慣れた地域で安⼼して暮らすことが
できるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む⺠間団体
の活動費として助成されています。 

皆様のご協⼒をどうぞよろしくお願いします。

共同募金ってなに？

共同募金は何に

使われているの？
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無料法律相談開設について
ひまわりの会による無料法律相談
○相談料：無料（相談者からはいただいておりません）
※ 1 回につき相談時間は 30 分以内
○申込・受付⽅法：事前に予約が必要です。
○お問合せ先：
 ひまわりの会 事務局 代表弁護⼠ ⼭⼝ 政幸
 ⿅児島市⼭下町 12 番 17 号 2 階
 TEL：099-227-0041（受付：平⽇ 9 時〜 17 時）   

藤尾法律事務所による無料法律相談
○相談料：無料（相談者からはいただいておりません）
※ 1 回につき相談時間は 30 分以内
○申込・受付⽅法：事前に予約が必要です。
○お問合せ先：
 弁護⼠法⼈ ⼤隅広域ディフェンダー
 藤尾法律事務所 末吉⽀所
 曽於市末吉町本町 1-4-5  TEL：0986-51-9830

会場 相談⽇時
財部保健福祉

センター
1⽉ 18⽇

（13 時から 16 時まで）
そお⽣きいき
健康センター

11⽉ 16⽇、2⽉ 15⽇
（13 時から 16 時まで）

⼤隅弥五郎
伝説の⾥

12⽉ 21⽇
（13 時から 16 時まで）

○相談⽇時及び会場：

会場 相談⽇時

財部保健福祉
センター

12⽉ 12⽇、1⽉ 9⽇、
2⽉ 13⽇

（13 時から 15 時まで）

⼤隅弥五郎
伝説の⾥

11⽉ 21⽇、12⽉ 19⽇、
1⽉ 16⽇

（18 時から 20 時まで）

○相談⽇時及び会場：

実 生習 よ り

社会福祉⼠の資格取得のため、8 ⽉ 30 ⽇より 24 ⽇間ソーシャルワーク実
習を受け⼊れていただきました。曽於市社会福祉協議会が⾏っている事業
は多く、様々な専⾨職の⽅が連携して地域のために汗を流しておられます。
全ては⼀⼈ひとりがその⼈らしく安⼼して⽣活できるように、⽀え合いの
地域づくり＝「地域共⽣社会」の実現のため、⽇々努⼒されていることを
学びました。私も地域に住む住⺠のひとり。地域の⼀員として、共に⽣き
る社会をつくっていきたいと感じました。
お忙しい中、実習を受け⼊れてくださり、本当にありがとうございました。

九州保健福祉⼤学 3 年
上原　あずみ さん

⿅児島国際⼤学 3 年　 平原　愛 さん

今回の曽於市社会福祉協議会での 26 ⽇間の実習を通して、様々なことを知り、
学ぶことができました。この実習で⼤きく成⻑することができたと感じています。
しかしそれに伴って⾃分の課題点も⾒えてきました。実習が終わったからといっ
て終わりではなく、⾒えた課題の解決と⼤学での講義に実習での姿勢を忘れずに
努めていきたいと思います。また、⼤学⽣の間にもっと様々な経験をして、引き
出しを増やしていきたいです。今回の実習を通して社会福祉⼠資格取得という⽬
標を確認し、気を引き締め直すことができました。ありがとうございました。   

約 1 ヶ⽉間、曽於市社会福祉協議会で実習を⾏わせて頂きました。
私は曽於市出⾝なので今回の実習で学んだことを⽣かして将来は曽於市の地域
福祉の推進に尽⼒できるようにこれからも頑張りたいと思います。

⿅児島国際⼤学 3 年
南崎　大晟 さん
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曽於市社会福祉協議会では、ご寄付を曽於市⺠の皆様の地域福祉
向上のために⼤切に使わせていただきます。
なお、本紙への掲載につきましては、ご本⼈の承諾を得てご希望
どおりに掲載しております。

秋⽇和、今年も 11 ⽉ 3 ⽇に⼤隅町に伝わる巨⼈伝説 “弥五郎どん” が登場しました。
幼いころ祭りの浜下りで⾒た弥五郎どん、⼤きな体に⽛を出し、ぎょろりとした⼤き

な⽬を恐ろしく感じたものでした。しかしながら伝説によると、弥五郎どんは隼⼈族の⼤将で、村⼈たち
が安⼼して暮らせる世の中にしてきたと語り継がれています。「弥五郎どんのごっ」という⾔葉がありま
すが、誰もが弥五郎どんのように優しくたくましく平和に⽣きていけたらと思います。

T・S

⼤隅地区
牧 ⽥ フクエ 仲 町
⻄ 村 康 男 あ け ぼ の
岩 元 典 ⼦ 伊 屋 松
笠 ⽊ 勝 ⼦ 元 ⼋ 幡
川 筋 勝 彦 麓
丸 ⻲ 兼 盛 河原弥五郎
徳 永 正 美 別 府

  匿名 2 件

末吉地区
⾕ 川 イツエ 池 ⼭
原 ⼝ 裕 ⼦ ⿅ 児 島 市
河 野 松 ⼦
⽉ 野 ヒサ⼦ 中 園 上
⼭ ⼝ 晃 ⼀
外前⽥ 和 ⼦ 宮 原
林   幸⼀郎 麓
⼤ 窪 敦 ⼦ 中 原
兒 ⽟ 光 代
⼩ 野   茂

末吉地区
昭和 51 年卒末吉中同窓会実⾏委員会 10,000 円
⼤園 征郎 中⾼松 3,000 円
⼤園 洋⼦ 中⾼松 2,000 円
⽵内 昭  掛上 3,000 円
⽵内 政⼦ 掛上 3,000 円

財部地区
渡 邊 初 雄 宇 都
吉 元 良 弘
本畠中 礼 ⼦ 畠 中
浜 ⽥ 京 ⼦ 霧 島 市
福 ⼭ ミチ⼦ ⽇ 光
⾕ 元 ノリ⼦ 畠 中
⼋重尾 京 ⼦ 中 ⾕

たくさんの善意にたくさんの善意に
感謝いたします感謝いたします

⼀般寄付⾦品（敬称略）
（令和 5 年 8 ⽉ 1 ⽇〜 10 ⽉ 31 ⽇）

⾹典返し寄付⾦（敬称略）
（令和 5 年 8 ⽉ 1 ⽇〜 10 ⽉ 31 ⽇）

ご意見をお寄せください
曽於市社協情報紙
へのご意⾒窓⼝を
開設しています
ぜひご意⾒を
お寄せください。

地域福祉の様々な情報をお届け！
社協公式SNS

公式 LINE Instagram 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

更
新
し
て
ま
す

お 詫 び
「⼿と⼿」第 88 号「⾹典返し寄
付⾦」の掲載漏れがございました。
⼼よりお詫び申し上げます。

⾹典返し寄付⾦ ⼤隅地区
令和 5 年 5 ⽉1⽇〜 7 ⽉31⽇分

久⽊﨑 エイ⼦ 様 松⽥⾃治会
⽵⽥ 正治 様 ⾼松⾃治会

⼤隅地区
岩川若潮会
萩元 勝男 伊屋松
匿名 10,000 円
匿名
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